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耕
作
さ
れ
た
元
気
な
畑
か
ら
村
の
未
来
が
見
え
ま
す

。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

大
宜
味
村

平成26年 ３月 3日（月 ）

２５日 第30回農業委員会総会

５日～
６日

11日～
１８日

申請農地現地調査

農地法研修会

　　農地法第５条申請について

赤土流出防止対策推
進イベント

内　　　容

４日

女性農業委員研修会
（東京都）

1 可

件　　　　　　　　　　　　　　名

議案第71号

可・否

議案第７3号

件数

1 可

可

可
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農
地
台
帳
を
地
図
シ
ス
テ
ム
化
す

れ
ば
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
遊

休
農
地
や
無
断
転
用
の
防
止
活
動
を

効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
集
落
段
階
で
の
人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
話
し
合
い
に
も
役
立
つ
。

認
定
農
業
者
の
経
営
す
る
農
地
と
、

貸
出
意
向
の
農
地
を
色
分
け
す
れ
ば
、

今
後
、
地
域
の
農
地
利
用
の
方
向
性

も
見
通
せ
る
。

ま
た
、
遊
休
農
地

の
分
布
を
地
図
化
す
れ
ば
、
そ
の
活

用
に
つ
い
て
農
業
者
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
も
巻
き
込
ん
だ
話
し
合
い

に
活
用
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

所
有
者
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

担
い
手
へ
転
貸
し
て
面
的
な
農
地
利

用
を
実
現
す
る
と
い
う
農
地
中
間
管

理
機
構
の
機
能
を
活
か
す
う
え
で
も

強
力
な
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い

き
た
い
。

《
農
地
台
帳
の
整
備
と
公
表
》

農
地
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
農
業

委
員
会
は
管
内
の
農
地
に
つ
い
て
農
地

台
帳
を
整
備
し
、
地
図
と
と
も
に
電
子

化
し
、
公
表
す
る
こ
と
が
法
律
に
定
め

ら
れ
た
。

地
番
、
地
目
、
面
積
な
ど
基
礎
的
な

項
目
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
方

法
で
公
表
す
る
こ
と
に
な
る
。

農
業
委
員
会
に
よ
る
情
報
提
供
の
た

め
、
全
国
段
階
に
は
一
元
的
電
子
マ
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
。

航
空
写
真
を
背
景
図
と
し
て
、
農
地

場
所
も
表
示
す
る
。

所
有
者
や
賃
借
人
の
氏
名
や
住
所
な

ど
、
公
表
に
よ
っ
て
個
人
の
権
利
や
利

益
を
損
な
う
情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
は
公
表
し
な
い
。

貸
出
意
向
の
あ
る
農
地
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
、
具
体
的
に
把
握
で
き
る
こ
と

で
、
広
域
的
な
農
地
利
用
調
整
に
役
立

つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

農
地
の
多
面
的
機
能
に
着
目
し
た
日

本
型
直
接
払
い
が
始
ま
る
中
で
、
農
地

を
き
ち
ん
と
保
全
、
活
用
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
こ
と
は
、
国
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ

う
。全

国
団
体
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
情
報
提
供
を
支
援
す
る
ほ
か
、
農

業
委
員
会
が
使
う
た
め
の
地
図
シ
ス
テ

ム
も
開
発
す
る
。

現
在
、
農
業
委
員
会
に
よ
る
農
地
地

図
シ
ス
テ
ム
の
整
備
は
４
割
に
と
ど
ま

る
。

《
人
・
農
地
プ
ラ
ン
地
域
検

討
会
の
開
催
を
し
ま
し
た
》

役
場
産
業
振
興
課
の
主
催
に

よ
っ
て
、
村
内
の
農
業
の
担
い
手

や
農
地
の
集
積
に
関
す
る
問
題
を

話
し
合
う
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
地

域
検
討
会
」
が
、
２
月
17
日
・
19

日
・
20
日
・
24
日
の
合
計
４
日
間
、

４
つ
の
校
区
に
わ
け
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
で
仕
事
に

影
響
が
な
い
よ
う
に
午
後
６
時
か

ら
８
時
ま
で
開
催
し
生
産
者
や
農

業
委
員
、
区
長
、
地
域
住
民
が
４

回
合
計
で
約
80
名
集
ま
っ
て
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
今
後
の
地
域
の
中

心
的
な
担
い
手
の
農
家
の
認
定
や

農
地
の
集
積
の
話
、
地
域
独
自
の

農
業
の
問
題
点
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
話
し
合

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

役
場
の
会
議
室
で
は
な
く
公
民

館
で
の
開
催
な
の
で
地
域
に
密
着

し
た
こ
こ
で
し
か
得
ら
れ
な
い
意

見
・
質
問
な
ど
が
数
多
く
あ
り
、

今
後
の
農
村
の
あ
り
方
を
み
ん
な

で
共
有
し
た
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
検
討
会
に
よ
っ
て
新
た

な
中
心
的
な
担
い
手
の
認
定
が
出

来
る
こ
と
で
担
い
手
に
農
地
の
集

積
や
補
助
事
業
等
も
進
む
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

今
回
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆

様
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

○【新しく創設される「農地中間管理機構」】

農林水産省の「メールマガジン」を活用下さい！

現在、農林水産省からは定期的に様々なメールマガジ

ンが発行されています。
これからの農業において情報は重要な武器のひとつに
なりますので、インターネットが利用出来るかたは是非、
農林水産省のHPにアクセスしていただき情報を入手し
て儲かる農業を目指してください！

農水省メールマガジン登録サイト

http//www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/

こ
れ
ま
で
村
は
、
村
有
地
を
農
家

の
経
営
安
定
を
目
的
と
し
て
払
い

下
げ
て
き
ま
し
た
。

登
記
地
目
が
山
林
、
原
野
と
の

こ
と
で
、
太
陽
光
発
電
等
の
設
置

な
ど
相
談
が
あ
り
ま
す
が
、
基
本

的
に
は
、
払
い
下
げ
農
地
に
つ
い

て
は
、
許
可
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
農

業
委
員
会
及
び
産
業
振
興
課
ま
で

問
合
わ
せ
下
さ
い
。

村
農
業
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
８
０

(

４
４)

３
４
７
７

産
業
振
興
課

(

４
４)

３
２
３
２

【お
知
ら
せ
！
】

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
縦
覧
が

始
ま
り
ま
し
た

村
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
左

記
の
日
程
で
縦
覧
し
て
お
り
ま
す

日
付
：2
月
23
日
か
ら

３
月
9
日
ま
で

確
定
人
数

田
嘉
里
：
76
名

謝
名
城
：
33
名

喜
如
嘉
：２
名(

欠
格
3
名)

饒

波
：４
名(

欠
格
２
名)

大
兼
久
：９
名

大
宜
味
：
10
名

根
路
銘
：７
名(

欠
格
２
名)

上

原
：８
名(

欠
格
４
名)

塩

屋
：
33
名(

欠
格
２
名)

屋

古
：０
名

大

保
：
14
名

田

港
：
27
名(

欠
格
１
名)

押

川
：
19
名(

欠
格
３
名)

白

浜
：
23
名(

欠
格
７
名)

宮

城
：０
名

江

洲
：１
名

津

波
：
46
名(

欠
格
１
名)

ご注意下さい

《
村
払
い
下
げ
農
地
は
農
地
以

外
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
》

農地法が改正されます



2014年（平成26年）３月３日（月）

平成２５年度 私達この事業で頑張りました！！

・村農業委員会事務傭人・・・・・・１人
・村地域耕作放棄地協議会（赤土流出防止事業）・・・・２人
・県畑作物連絡協議会・・・・・・・・１人
・県農地制度円滑化事業・・・・・・４人
・県農業振興公社（派遣）・・・・・・１人

平成２５年度は、上記の事業で農業振興に励みました。

農地データーが整備され、法定化に繋げた。
農地斡旋 ４９筆（18.2ｈａ）が進み、新規就農者等に農地が集積された。
国の戦略作物の蕎麦栽培は、１５ｈａ栽培され、所得補償制度が受けられた。
赤土防止対策として、対象面積８ｈａ、ﾋﾞﾁﾊﾞｰ5,000ｍを植えた。

農業委員のお仕事！
申請農地を総会前に各担当区の委員が聞き取り調査に行きます。（比嘉・平良委員）

この土地をどのように

活用する予定ですか？

農
業
委
員
に
よ
る
農
地

の斡
旋
業
務
話
合
い

平成25年１４期３０回総会

h26.2.25(火)

蕎麦を打って

も打っても足り

ないな！うれし

いな～（＾＾）/

平成25年１４期３０回執行部会

h26.2.20(木)

「和ソバ」まつりにの

活気にぶながやも

つられて登場！！蕎麦生産組の後継者２人

蕎麦打ち頑張っています！

環境保全・
赤土流出防止普及活動

農業者年金説明会

ｈ26．2.26（水）３名参加

農作物の売り込み

方法とは・・・？

第３回沖縄県畑作物連絡協議会講演会

ｈ26．2.14（金）

「和ソバまつり」

ｈ26.2.15（土）・16（日）

ひまわり畑 蕎麦畑

ビチバー

チビラサヨー！


